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○
研
究
発
表
会
（
六
月
七
日
）

「
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
習
気
に
つ
い
て
」

博
士
課
程
氏
家
昭
夫
氏

「
華
厳
入
法
界
品
に
お
け
る
弥
勒
善
知
識
の
意

義
」
山
田
亮
賢
教
授

出
席
者
横
超
、
舟
橋
、
安
井
、
桜
部
、
坂
東

の
諸
先
生
、
ほ
か
学
生
な
ど
十
三
名
。

○
雲
井
教
授
と
桜
部
助
教
授
は
八
月
初
旬
、
ミ

シ
ガ
ン
大
学
の
国
際
東
洋
学
者
会
議
に
出
席

の
た
め
渡
米
さ
れ
た
。
（
こ
の
会
議
の
報
告

は
本
号
に
掲
載
し
た
通
り
で
あ
る
。
）
雲
井
教

授
は
引
き
統
き
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
各
地
を
歴
訪
さ

れ
、
十
月
下
旬
帰
朝
さ
れ
た
。

○
十
月
三
十
一
日

一
、
研
究
発
表

「
漢
訳
維
朧
経
の
読
み
方
二
、
三
」

安
井
広
済
教
授

二
、
桜
部
助
教
授
学
位
祝
賀

三
、
白
土
講
師
帰
朝
歓
迎

出
席
者
枇
超
主
任
教
授
以
下
多
数
。

学
会
彙
報

本
誌
の
秋
季
の
刊
行
は
十
月
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
月
の
刊
行
は
と
う
と
う
年
末
に
ま
で
遅

延
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
責
任
は
す
霧
へ
て
編

者
に
あ
り
、
会
員
、
読
者
各
位
に
陳
謝
し
た
い
。

今
号
に
は
山
口
益
先
生
の
「
チ
。
ヘ
ッ
ト
佛
典

に
つ
い
て
」
と
い
う
玉
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
、
先
生
が
日
本
学
士
院
で
行

な
わ
れ
た
御
講
演
で
あ
り
、
チ
〒
ヘ
ッ
ト
俳
典
の

内
容
及
び
そ
の
成
立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

本
誌
の
特
徴
の
一
つ
は
、
学
問
に
対
す
る
批

判
を
ま
す
ま
す
わ
が
国
に
も
育
て
る
た
め
に
書

評
を
垂
祝
す
る
こ
と
に
あ
る
。
会
員
の
諸
先
生

の
著
書
を
内
部
の
諸
先
生
が
批
評
す
る
場
合
、

と
か
く
公
平
な
批
判
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
雲
井
昭
善
教
授
の
新
刊
書
に
対
し
て
前
田

恵
学
先
生
か
ら
書
評
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

先
生
に
は
御
礼
申
し
上
げ
た
い
・

今
号
に
は
予
想
以
上
多
く
の
原
稿
が
寄
せ
ら

れ
、
編
集
子
に
と
っ
て
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
一
回
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
意
図

編
集
後
記

に
書
か
れ
た
論
文
を
、
編
集
の
都
合
上
、
次
号

に
わ
た
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
の

執
筆
者
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詑

び
申
し
あ
げ
た
い
。
（
長
崎
）
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